
平成２９年度取組の報告

（平成３０年３月）



ー 改正農協法（平成２８年４月１日施行）について －

ＪＡが「農産物の有利販売・生産資材の有利調達」を最重点において、農業者の所得向上のために自己
改革を促すものです。

①農業所得増大に最大限の配慮をしなければならない
②的確な事業活動で高い収益性を実現して「組合への還元」「将来への投資」に充てる。

新たに加えられた事

理事構成について過半数が「認定農業者または、農産物販売・法人の経営などに関して
実践的な能力を有する者」とされました。

理事の構成について

自己改革において様々な取り組みを行っています。

ＪＡふかやでは、理事34人中27人（79%）が「認定農業者・実践的な能力を有する者」に
なっており、農協法による理事構成要件を満たしております。



ＪＡふかや自己改革工程表の進捗状況

中期３ヶ年計画「３年後（平成30年度末）の成果目標」の進捗状況（平成２９年度実績）

共済事業

信用事業

営農経済
事業

目標：Ｈ３０年度受託品販売高７５億円
（H27年度実績の7%アップ）

目標：Ｈ３０年度購買品供給高４８億円
（H27年度実績の10%アップ）

目標：Ｈ３０年度貯金残高１，６２８億円
（H27年度実績1,525億円）

目標：Ｈ30年度農業融資新規実行額２億５千万円
（H28年度実行額 2億2千万円）

目標：ﾆｭｰﾊﾟｰﾄｰﾅｰ新規獲得（長期・短期共済契約者）
H28～30の3ヶ年で２，０００名獲得

平成２９年度実績
７４．８ 億円

進捗率１００%

平成２９年度実績
３６．６ 億円

進捗率 ７６%

平成２９年度実績
１，５４９億円
進捗率 ９５%

平成２９年度実績
２億５千万円

進捗率 １００%

平成２９年度実績
１，６７８名・進捗率 ８４%

進捗率は小数点以下四捨五入



ー 「農業者の所得増大」の考え方 ー

有利販売による
販売単価アップ

(共通目標）販売品取扱高の拡大

Ａ，担い手経営体のニーズに応え
る個別対応

Ｂ，マーケットインに基づく生産・
販売事業方式への転換

Ｃ，付加価値の増大と新たな需要
開拓への挑戦

Ｅ，新たな担い手の育成

Ａ，担い手経営体のニーズに応え
る個別対応

Ｂ，マーケットインに基づく生産・
販売事業方式への転換

Ｃ，付加価値の増大と新たな需要
開拓への挑戦

需要に応じた
生産量の拡大

生産コストの
引き下げ

Ａ，担い手経営体のニーズに応え
る個別対応

Ｄ，生産資材価格の引き下げと
低コスト生産技術の確立と普及

農
業
者
の
所
得
増
大

× ー ＝

営農・経済事業への経営資源のシフト



担い手経営体のニーズに応える対応
（出向く体制の充実）

担い手サポートキャラバン
担い手サポートセンターとJAふかや常勤役員による

担い手農家訪問

鉢物研究会役員（若手経営者）との懇談会
H30年2月28日

担い手サポート：合同個別巡回対応



マーケットイン・付加価値増大・新たな市場開拓への取組：１
（買い手が必要とするものを提供）

◎トップセールスの実施◎
トップセールスとは、県知事・市長・ＪＡ組合長・連合会会長等が 卸売り市場に出向き

ＪＡふかや産・県内産農産物をＰＲするイベントで、販路や販売量の拡大をＰＲしています。

深谷市長と東京シティ青果市場で実施



マーケットイン・付加価値増大・新たな市場開拓への取組：２
（買い手が必要とするものを提供）

◎ＪＡグループ埼玉・農畜産物商談会への参加
連合会主催の商談会に出店して、業者及び消費者に直接説明する事で、販売拡大とＰＲに努めています。

◎ＪＡふかや販売促進キャンペーン隊の活動
ＪＡふかやの生産者・職員等で組織するキャンペーン隊があります。
年間約５０回スーパーやイベント会場等で消費者にＪＡふかや産農産物を説明・販売する事を通じてPR強化を図っています。

キャンペーン隊 農畜産物商談会



付加価値増大・需要開拓・生産拡大への取り組み
（６次産業化等による新たな挑戦）

契約栽培作物の拡大
・ケールは夏ケールを開始。面積2haに拡大
・キャベツは３ha拡大。既契約分と合せて6,4haに拡大

地元農畜産物を使用した商品を開発
フリーズドライ・とん汁（深谷ねぎ・彩の国黒豚）
フリーズドライ・みそ汁（深谷ねぎ・ほうれん草）
（販売実績約５万食）（６次産業化を進めています。）

新たな特産品作り
（写真は、「とろとろ茄子」）

寄居町の特産品を目指しています。

インターネット販売
毎年、産地直送便として継続的に実施。
平成２９年度は花・とうもろこしなどを取扱い。

米の地域内流通取引の拡大
（平成29年度）

・出荷された「特別栽培米」は全量を農産物直売所
で販売をしています。（一部未取扱店舗有）
販売量約28㌧・作付面積約9ha（農家自家消費分含む）

・「 主食用米直接販売 」 管内販売量 約185㌧

・「 飼料用米 」 管内販売量 約132㌧



水稲栽培講習会開催
農業経営支援の一環

青色申告会（会員数620名）

Ｅ－ｔａｘ申告

「生産技術の確立と普及・営農サポート」の取り組み状況：１

圃場での講習会

直売所生産部会対象
栽培講習会

専門家による各種講習会を開き、生産
者のレベルアップを図っています。

記帳指導会



寄居町花植木出荷部会内覧会・施設改修

土壌診断の実施
土壌成分は圃場によって大きく異なり、土壌診断で農作物にあった
施肥対応等の指導に役立てています。

「生産技術の確立と普及・営農サポート」の取り組み状況：２

農業資金相談会



農業生産・担い手サポートの取り組み

ＪＡふかやでは、農業の担い手が不足する地域において①地域農業の生産維持・発展 ②地域農業の補完的役割 ③将来的に新規就農者等の受入・研修及び新たな担
い手の創出等の、取り組みを行うために農業法人を設立をしました。

平成29年10月

（JAふかや100%出資型農業法人)

設 立

受委託
形態

件数 面積
単位：㎡

圃場
形態

面積
単位：㎡

耕耘 ８ ７，７０５ 田 ２２，５０７

保全草刈 ７ １３，３４８ 畑 １３，７５６

稲刈り 6 １５，２１０

計 ２１ ３６，２６３ 計 ３６，２６３

加工用玉葱生産開始

約１ｈａ作付
（30年度は2ha予定）

平成29年度
実績

農業生産
拡大の取組

水稲栽培の取組開始

（30年度は3ha予定）



化成肥料（生産資材）の価格の引き下げ
（１円でも安い仕入・大口条件設置）

銘柄の集約
（従来品から集約肥料へ移行）

予約（共同購入）実施
（大量発注による価格交渉）

予約大口自己取値引設定

新規肥料取扱開始
（独自取扱開始）

化成肥料20kgの例
大口 50～99袋 １袋当り30円引き

100袋以上 〃 60円引き
自己取値引き・・・１袋当り50円引き

従来肥料

みのり特号 20kg
当用価格 1,520円
予約価格 1,412円

予約・100袋自己取 1,302円

従来肥料

けやき化成4-4-4・20kg
当用価格 2,006円
予約価格 1,898円

予約・100袋自己取 1,788円

集約肥料

化成肥料14-14-14 20kg

当用価格 1,408円
予約価格 1,300円

予約・100袋自己取 1,190円

集
約
結
果

H29年9月、取扱開始。
目標： 5,000袋
実績： 約8,000袋。

当用価格 1,388円
予約価格 1,280円

予約・100袋自己取 1,170円

詳細につきましては、右記へお問い合わせください。北部営農経済ｾﾝﾀｰ（℡501-8388）・南部営農経済ｾﾝﾀｰ（℡580-3211）
尚、価格及び条件は随時変更になりますので、予めご了承ください。

交
渉
結
果

新規肥料：アグリフラッシュ４－４－４ 20kg

ＪＡの取組 取組結果例



地域の活性化への貢献

ＪＡふかやでは、組合員と地域の皆様のくらしに重要な役割を果たす女性部の活動の活性化を進めています。

女性部活動の支援
マイルド

バレーボール大会
文化発表会

料理講習会

女性大学活動の支援
藍染講習会

開校式

情報交換会

ヨガ教室

料理講習会



地域の活性化への貢献

食農教育推進の取組例

折原小学校：梅収穫・ｼﾛｯﾌﾟ漬け体験 川本南小学校：田んぼｱｰﾄ作り

収穫

選別

常盤小学校：田植えと稲刈り体験

ＪＡふかやでは、組合員と地域の皆様と協力して地域貢献に努めています。

お米の寄贈

八幡台自主防災会



「追 悼 ： 花 の ｺ ﾝ ｻ ｰ ﾄ」

ＪＡふかやの葬祭事業をご利用のご家族を対象
Ｈ29年２月

地域貢献イベントの実施例

ＪＡふかやでは、事業関連イベントを各種開催してます。多くの方のご参加を頂いております。

相 続・遺 言 ｾ ﾐ ﾅ ｰ
H30年3月

人 形 供 養 祭
H30年2月・ｱｸﾞﾘﾎｰﾙ寄居

終 活 セ ミ ナ ー
H29年11月

年金・共済友の会チャリティゴルフ大会
H29年9月（寄付先：深谷市・寄居町社協等）

共済：自転車交通安全教室
H29年11月（寄居城北高校）



ＪＡ共済アンパンマン交通安全キャラバン

ＪＡでは、共済事業の一環としてお子様に分かりやすく
交通安全を学んでもらうイベントを実施しています。



ＪＡ相談体制

最寄りのＪＡふかや支店窓口へお尋ねください
※各分野の専門家に手続等の実務を依頼する場合には、それぞれに対しての費用が発生します。

組 合 員

（ 相 談 者 ）

ＪＡふかや

15支店

ＪＡふかや

組合員総合支援室本店営農経済

（葬儀部門）

企画・信用・共済

各部門

終活ｾﾐﾅｰ 相続ｾﾐﾅｰ

弁護士 税理士 公証役場 司法書士
土地家屋

調査士
各連合会

専門支援体制

ＪＡの相続事前サポート

（遺言書の作成など、事前対策のご相談）

ＪＡの相続発生後サポート

（遺産分割、相続税の申告等のご相談）

ＪＡの葬儀相談や各種セミナー開催

（葬儀相談～法事・仏壇・墓石/終活ｾﾐﾅｰ・相続ｾﾐﾅｰ等）

※事前相談や各種セミナーは開催日時・場所等を指定させて頂く場合がありますので、

予めご了承ください。

お問合わせ先：最寄りのＪＡふかやの支店窓口へ

（平日9：00～16：00）

ＪＡふかや 相続支援サービス



組合員の営農と生活をサポートするＪＡふかやの体制

２４時間３６５日受付

●葬 祭：
ｔel ０１２０－８３－６７０１

●ＬＰＧ緊急連絡先
tel ０１２０－１８２－５７１

●ＪＡ共済事故受付ｾﾝﾀｰ
tel ０１２０－２５８－９３１

営農事業関係
●㈱アグリサービス（耕耘他）

tel ５７９－５９００
●北部営農経済センター

tel ５０１－８３８８
● 〃 集出荷所

tel ５７５－４８３１
●南部営農経済センター

tel ５８０－３２１１
● 〃 集出荷場

tel ５７３ー７６３３
●寄居桜沢支店集出荷所

tel ５８１－３９８４
●農機センター

tel ５７２－００８０
●カントリーエレベーター

tel ５７１－２００８
●川本ライスセンター

tel ５８３－２８２３

生活事業関係

●男衾給油所
tel ５８２－１９４１

●川本給油所
tel ５８３－３１１３

●ガスセンター
tel ５５１－６０３３

●アグリホール寄居 （葬祭ホール）

tel ５８０－０１６６

●アグリホールかごはら（葬祭ホール）

tel ５７５－０１１６

農産物直売所
●フロル直売所

tel ５７４－５３１５
●グル米ハウス

tel ５７３－５３１１
●用土農産物直売センター

tel ５８４－２１１０
●寄居農産物直売所

tel ５８１－１８９６
●男衾農産物直売所

tel ５８２-０９０９
●川本農産物直売所

tel ５８３－６１２０

本 店 関 係
●代表（企画管理部） tel ５７４－１１５５ ●監査室 tel ５７４－１１９５ ●金融部 tel ５７４－１１５７
●共済部 tel ５７４－１１５８ ●営農経済部 tel ５７４－１１５９ ●組合員総合支援室 tel ５９８－５１１８

支 店
●明戸支店 tel ５７１－６３６３
●大寄 〃 tel ５７１－７５１１
●深谷 〃 tel ５７１－０２４８
●藤沢 〃 tel ５７３－０１３８
●豊里 〃 tel ５８７－２３０１
●八基 〃 tel ５８７－２３１１
●櫛挽 〃 tel ５７２－８１１１
●幡羅 〃 tel ５７３－０５５９
●本郷 〃 tel ５８５－２２２４
●用土 〃 tel ５８４－２００７
●寄居桜沢 tel ５８１－１３１１
●城南支店 tel ５８１－１１６０
●男衾 〃 tel ５８２－００２２
●川本 〃 tel ５８３－３２３１
●武川 〃 tel ５８３－２８３１


